
第11回全日本マスターズ男子ソフトボール大会北海道予選会 

主催 北海道ソフトボール協会 

主管 札幌ソフトボール協会 

会期 平成２３年６月４日(土)・５日(日) 

会場 天使大学中沼球場・モエレ沼公園野球場 

監督会議       ６月４日(土)８時３０分～天使大学中沼球場 

審判・記録会議   ６月４日(土)監督会議終了後、天使大学中沼球場 

開会式        ６月４日(土)９時１０分～天使大学中沼球場 

 
倶知安クラブは１回に４点を先制され、２回より先発「高山」から「岡田」に継投し、３回二死

満塁、４番投手となった「岡田光弘」が初球を右中間に満塁本塁打を打ち同点となり連打して１

点を加点逆転とした。４・５回には二塁打５本と「荻野」三塁打を含め８安打によって１０点を

挙げ札幌ミドルを撃破した。札幌ミドルは先発「高山」投手の立ち上がりを攻め４点としたが、

「岡田」投手の好投に無安打に終わった。 



 
 

帯広クラブ壮年は３回までほぼ互角に戦って１点勝ち越し、４回は先頭打者５番「所」安打出

塁を契機に３連打で２点取り、一死後上位打線の連打と敵失もあり打者１２人を送り一挙７点

を挙げ、札幌の古豪月寒メッツを破った。一方月寒メッツは、３回まで安打６本と数では勝っ

ていて耐える試合運びをしたが、拙守が度々出て「森川」投手を援護することが出来なかっ

た。

 

 
倶知安クラブは１点ビハインドの４回、４番「岡田」５番「久積」二塁打６番「林」の三連打

で２点挙げ逆転して前半を終えた。試合は終盤に動いた、６回帯広クラブ壮年が、一死二・三

塁で８番「松浦」の適時打走者二者生還、１番「石田」三塁打で３点目となり逆転２点差とし

勢い付いたかに見えた。７回倶知安クラブ、一死後９番「中村」安打出塁、１番に「新藤」監

督自ら代打出場粘った８球目を右前に落とし、好打者「岡田」３点三塁打「久積」２点本塁打

の好機を作った。この大量点をもらった「岡田」投手は帯広クラブ壮年「阿部」の今大会４本

目の本塁打のみに押さえ、優勝の栄冠を手中にした。 


